第１学年　授業実践
１　題材名および題材観
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２　本題材における指導方法の工夫および指導上の配慮事項
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３　題材目標

○ 乗ってみたいものを想像し，かくことを楽しむことができる。　　　　　（造形への関心・意欲・態度）

○ 乗ってみたいものや乗ったら楽しそうなものを想像し，自分が表したいものを考えることができる。
　　　　　（発想や構想の能力）

○ 乗ってみたいものの形や色などを工夫して表すことができる。　　　　　　　　　　　（創造的な技能）

○ 自分や友人がかいた絵を見て感じたことを話し，楽しさを感じることができる。　　　　（鑑賞の能力）
４　学習計画（全４時間）

	過程

配時
	学習活動
	言語活動の工夫（◇）と

手だて（※）
	子どもの姿

	発想

構想

1 
	１ 何に乗ったら楽しいか，どこに行きたいのかを考える 。

○ 乗ったことのある乗り

ものについて話し合う。

○ 自分が乗りたいもの，行きたい場所について考える。
○ 自分が考えたことを友達と伝え合う。　

２ 自分が思い付いたものをどんどんかく。
	※ 事前に作っておいたペープサートを自分の分身として使いながら想像をふくらませる。　

※ 行ってみたいところを先に考えてもよいことを伝える。

◇ 自分が考えたことを伝える際には，動作も交えて伝えるようにする。

※ 「夢の切符」にどのような乗りものでどこに行くか記入させる。
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◎ 自分が考えたことを伝え合っている

	表現
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３ 表したい場面を考えながら，乗りものと自分を絵に表す。
○ 乗りものや乗っている自分をかく。
○ 友達の作品を見て回る。



	
◇ 表現についての発想が多様に出るように，全体での話し合いを行う。　　　　　　　　
◇ 自発的な言語活動が行われるように，３人組で表現させる。
◇ 45分の中で５分程度，自由に見て回ってもよい時間をとり，自分の表現の参考にさせる。　　　　　
※ 表現が停滞している児童には教科書を参考にさせたり，教師と話したりすることで表したいことをより具体化させる。
※ 時間がきたら作品を全員分掲示し，児童が見ることができるようにする。



	◎ 作品を通して，自然に感想を伝え合っている。


	
	４ 表したい場面を考えながら，まわりの様子や，さらにかきたしたいもの絵に表す。
○ 周りの様子をかく。 　　
○ 自分ががんばったところ，見てほしいところなどを作品紹介カードに書く。
	◇ 表現についての発想が多様に出るように，全体での話し合いを行う。　　　
◇ 45分の中で５分程度，自由に見て回ってもよい時間をとり，自分の表現の参考にさせる。　　　　　
※ 表現が停滞している児童には，教科書を参考にさせたり，教師と話したりすることで表したいことをより具体化させる。

	◎ 作品を通して自然に交流が生まれている。


	鑑賞

①


	５ 自分たちの作品について話し合う。

６ ペープサートを使って，作品の世界で遊びながら，友達の作品の面白いところを見付ける。



	※ 鑑賞の視点をつかませるために，子どもたちが発表した自分の作品の工夫点などを，鑑賞の視点ごとに整理して板書する。

◇ ペープサートを使って遊ばせることで，作品の世界に入り込み，面白さをより味わえるようにする。


	◎ ペープサートを使って作品の世界の中に入り込んでいる。






ぼくは大きいサッカーボールに乗って，空を飛んでみたいな。鳥さんといっしょに遊びたい。





「のってみたいな」　　（絵に表す）


本題材は，自分が乗ってみたいものを楽しく想像し，表し方を工夫しながら絵に表す題材である。


　楽しく想像するとは，想像すること自体を楽しみ発想を広げることである。表し方を工夫するとは，表したいことの形，構図を自分なりに考えて表したり，自分の思いに合うようなパスの使い方を考えて表したりすることである。


　また，本題材はＡ表現の(２)アと特に関連が深く，乗りものに乗って行きたい所に行くという，児童にとって普段の生活体験と密接に結びついている題材である。知っていることも日に日に増え，いろいろなことに対して興味が広がってきたこの時期の児童にとって適切であると考える。さらに，自分なりの乗りものと行きたい場所の様子を考えることを通して，楽しみながら想像する力や，形・色などで自分なりに表し方を工夫する力を高めることができると考える。














普通のチケットとは違いがでるように，葉っぱのような，雲のような，不思議な形にした。また，色も透明にした。




















落ちそうなポーズでグラグラしたり，またがってみたりするなど，実際に乗り物に乗っている自分を想像して動作化した。





○○くんは虫に乗っているんだね。画用紙からはみ出しているよ。本当にとんでいってるみたいだ！








　○ 言語活動の効果的な設定については，まず，発想構想の段階において，ペープサートを使って発想を広げさせ，自分が考えたことを動作も交えながら友達に伝える活動を設定する。次に，表現の段階では，グルーピングの形を工夫することで，自発的な言語活動が行われるようにする。また，友達の作品を自由に見て回る活動を設定する。そして，鑑賞の段階では，隣同士で作品の感想を伝え合う活動と，ペープサートを使って作品の世界で遊ぶ活動を設定する。


○ 子どもの思考を促すような発問や助言については，発想構想の段階で，既存のものにこだわらず，思


　いも付かないようなものに乗ってもいいことをおさえられるような発問をし，発想が広がるようにする。


○ 子どもの思考を促すような板書の工夫については，どの段階においても，子どもの思考の流れが分か


るように留意する。そして，どのようなことを工夫すればよいのかを明確にし，発想が広がるような板


書をする。


○ 題材との出合わせ方の工夫については，発想構想の段階で，「どこにでも行ける夢の切符」を児童に


配布し，楽しみながら想像できるようにする。　





鳥さんだけじゃなくて，お魚さんまでいるよ。楽しそうな空の世界だね。











その鳥の羽，本物みたいで，迫力あるね。


どうやってかいたの？





その色，きれいだね。どうやってかいたの？








雲にのるなんて，おもしろい！わたしは思いつかなかったな。














ビューン，わっ！ほのおが出てる！あちっ！








見て回りやすいように，机を円の形に配置した。また，机の上に作品を立てかけることで，より自然な感覚で作品を見られるようにした。





彩色していない乗り物を提示し，「楽しい乗り物にするにはどんな工夫をしたらよいかな。」と問いかけ，話し合った。














　わたしもロケットにのせてよ！





わたしは，はねが生えたうさぎさんに乗って，おかしの国に行きたいな。









































